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2012年が新たな期待とともに幕開けした。2011年が東日本大震災などで辛く

苦しい年であっただけに本年が明るい年であって欲しいという願いは大きい。

昨年は TPPに参加するかどうかで国論は 2分された感があったが，同様なこ

とは日本の様々なところに存在する。保護的な規制のもとで現状に甘んじるか，

変革を求めるかということである。精神医療界にも変革を求める波が押し寄せて

きている。

さて，本雑誌は原著論文を豊富に掲載することを中心とするが，読者の関心の

高いテーマを選び，特集なども工夫して組んでいくという，伝統を守りつつ変革

を図る姿勢をとっている。巻頭言は安西信雄氏が新年号にふさわしく，「希望と

リカバリー」という題で書いている。氏が長年取り組んでいる精神障害者の回復

は，病者が主体的に「希望」に向かって努力し進んで行けるように援助していく

課程にあるという内容と理解した。病を受け入れ積極的に生きていく姿ともいえ

る。松本ちひろ氏の「DSM-5作成 その後の動向─パーソナリティ障害に関し

て」は DSMの新しい分類の情報として興味深かった。パーソナリティ障害がカ

テゴリカルな方法でなくてディメンジョナルな方法で分類されるということは納

得できるが，その他の精神障害についてもディメンジョナルな方向を主張する研

究者には賛成できないものがある。研究としては科学的であっても，統合的な視

点が欠落し，臨床的に不便で使いにくく発展が期待できそうもないからである。

大麻誘発性精神障害に関する短報が 2編掲載されており，統合失調症との鑑別

などから興味深い。また，外来患者(小林和人氏)と入院患者(増田慶一氏)の禁煙

への取り組みが掲載されているが，精神科病院・病棟においても他科と同様に禁

煙が可能であり，その方向に動きつつあることを実感できた。日本では福島原発

の事故による放射能被曝の問題が深刻に受け止められているが，北村秀明氏らは

チェルノブイリ原子力発電所事故の周辺住民の精神健康に対する影響について長

期的に調べた報告を紹介している。時機を得た報告として貴重である。うつ症状

や不安症状を強く訴えるものが対照群と比べて多く，自分の健康を悪く評価して

いたが，うつ病の頻度は変わらず，事故に対する危険意識が結果に影響していた

ということであった。住民に対する情報開示の重要性が指摘されている。書評欄

では青木省三氏の著書『時代が締め出すこころ』について加藤敏氏が「現代精神

科医療における実践理性の書」として高く評価しており印象深かった。このほか

興味深い論文があり，充実した新年号を読者にお届けできたと思う。 (T.K.)
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